
指標 

（厚労省提出指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子

A）入院 3 日目までに栄養ケアアセスメント行われたことが

カルテに記載された患者数（急性期病棟） 

B）入院 7 日目までに栄養ケアアセスメントが行われたこと

がカルテに記載された患者数（急性期以外の病棟） 

入院 3 日以内の栄養アセスメント（※急性期以外の病棟は 7 日以

内） 

分母

A）当該月の 65歳以上退院患者数（急性期病棟） 

（3日以内の検査入院、短期手術入院患者を除く）  

B）当該月の 65歳以上退院患者数（急性期以外の病棟） 

（3日以内の検査入院、短期手術入院患者を除く）

収集

期間
1ヶ月毎  

調整

方法

入院早期の栄養ケアアセスメント実施割合 

・早期に低栄養リスクを評価し適切な介入をすることで、在院日数の短縮、予後改善につながる。 

【4A】最小値 14.06   25％値 57.44  中央値 76.42  75％値 89.47  最大値 100.00 回答病院 49病院 

【4B】最小値  0.00   25％値 46.51  中央値 76.02  75％値 95.17  最大値 100.00 回答病院 50病院 

 回答病院のうち、年間通してデータ提出があったのはA）40病院、B）35病院でした。 

 昨年と比較して、全体的に変化はありませんでしたが、A）急性期病棟での最小値が3.71→14.06にアップし

ました。また、100％の事業所も2事業所あります。一方でA）B)ともに実施割合が0.00の事業所があります。実

施しているがカルテに記載されていないのか、実施自体がされていないのか調査し、部署の課題を明らかにし

ましょう。 

2020年より定義変更あり 

４

○当院栄養課の定める栄養基準により、早期の栄養ケアアセスメント実施割合が変わるのでこちらの医師が介

入しない為、難しい。（京都あすかい病院） 

○毎月、「各病棟毎」に「前月退院分のチェックリストを作成」し、「各病棟の担当管理栄養士」自身からチェ

ックして頂いている。 「測定結果詳細」について、2021年に、2020年12月分〔「2020年実績と課題の整理」と

して…〕から、総看護師長・栄養科長を含むＱＩ関係部署・協力部署への毎月の定期配信を再開した。 

（「改善がすすんだ当該病棟」の関係者へ、「この間のより具体的な評価」について協力を依頼中。）（本間病

院）：本間病院では「A）入院3日まで」は現時点では「該当病棟なし」としている。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

改善・運用事例など 
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